

















































































































































































































































































（₅）　Shāh Nawāz Khān, Ma’ās
ˉ
ir al-Umarā’, ed. by ‘Abd al-Rah. ı̄m and Mı̄rzā 
Ashraf  ‘Alı̄, 3 vols., Calcutta, 1888, 1890, 1896, English tr., by H. Beveridge and B. 
Prashad, 3 vols., Calcutta, 1941, 1952, 1964.アブル・ファズルに関する記述は、



























いるものと思われる。当該事件の記述については、Akbar-nāma, text, Vol. 
I, pp. 265-266, English tr., Vol.I, pp. 511-513を参照。なお、西暦1571年12月30日
は日曜日であるが、この日の月の出以後は太陰暦では既に次の日の月曜日
に移っているので、このような表記となるのである。
（11）　底本をはじめとしてどの版本も27回目（satā’ı̄swān
¯
）となっているが、こ
こは47回目（sain
¯
tālı̄swān
¯
）でないとおかしい。アラビア文字で表記したウル
ドゥー語の序数詞27と同じく序数詞47とは、一見したところ非常によく似
通っているために、筆写の段階で筆耕が47を27と誤記したのであろう。
（12）　底本はピシュータン（Pishūtan）としているが、使用頻度の高いビシュータ
ンとしておいた。フィルドウシー『シャー・ナーマ』に登場する英雄イスファ
ンディヤール（Isfandiyār）の弟の名である。
（13）　彼については間野英二『バーブルとその時代』バーブル・ナーマの研究
Ⅳ　研究篇、松香堂、2001年、22、145＆n.2,486-487ページなど参照。同
書付篇第4章「アンネット・スザンナ・ベヴァリッジ小伝」（482−498ページ）
は表題の如く『バーブル・ナーマ』英訳者として著名なベヴァリッジ夫人
（Annette Susannah Beveridge）の伝記を論じたものであるが、夫ヘンリー・ベ
ヴァリッジについても我が国ではじめて詳しい紹介を行ったものである。
（14）　例えば、本稿（二）注（27）で指摘しておいたように、ベヴァリッジは『ア
クバル・ナーマ』英語版第3巻868ページ脚注1において、自説を補強するも
のとしてアーザードの『アクバル宮廷』470ページの解釈を挙げており、ま
た同書索引部42ページのシャイフ・ムバーラクの項では、『アクバル宮廷』
328ページにおいてムバーラクが女奴隷腹の子ではなかったかとの疑いを挙
げていた点を紹介している。
